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1. 組織の概要 
 

（１）事業所名および代表者氏名  株式会社  賞栄企画 

代表取締役 笹川昭博   

 

（２）所在地 

本社・倉庫      佐賀県多久市南多久町大字下多久 1443-2 

事務所・資材置場   佐賀県多久市南多久町大字下多久 2374-2 

    作業所        佐賀県多久市南多久町大字下多久2536-11 

         

 

（３）環境管理責任者及び担当者連絡先 

環境管理責任者     笹川 諒二 

連絡先 TEL    0952-76-3396 

FAX    0952-76-3292   

E-mail  shoei@vanilla.ocn.ne.jp 

 

（４）事業活動の概要 

         土木工事、建築工事、とび・土工工事、解体工事、舗装工事、管工事、

産業廃棄物収集運搬業     

       URL  http://shoeikikaku.jp/ 

 

（５）事業の規模  

売上げ額：      418 百万円 （令和 3 年度） 

区分 単位 本社・倉庫 
事務所・  

資材置場 
作業所 合計 

従業員数 人 27 0 ０ 27 

床面積 ㎡ 603 680 3,831 5,114 

 

（６）事業年度 

8 月～翌 7 月  

 

（７）法人設立年月日 

平成 11 年 4 月 

 

（８）資本金 

1,000 万円  
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（9）組織図(エコアクション 21 実施体制図) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（10）産業廃棄物処理業における施設等の状況 

① 運搬車両の種類と台数 

2t ダンプ 3t ダンプ 4t ダンプ 8t ダンプ 10t ダンプ 12t 運搬車 25ｔ運搬車 

1 台 3 台 8 台 1 台 1 台 1 台 2 台 

計 17 台 

② 積替保管施設の面積及び保管上限量 

所在地 多久市南多久町大字下多久 2536番 11  

産業廃棄物の種類 面積 保管上限 高さ 

燃え殻  3.8m² 0.80m³ 0.90m 

廃プラスチック類 18m² 21m³ 1.7m 

紙くず 16m² 19m³ 1.7m 

木くず  22m² 26m³ 1.7m 

繊維くず  3.8m² 0.88m³ 0.80m 

ゴムくず 16m² 19m³ 1.7m 

金属くず 24m² 28m³ 1.7m 

ガラスくず・陶磁器くず 18m² 21m³ 1.7m 

コンクリートくず 22m² 26m³ 1.7m 

がれき類  22m² 26m³ 1.7m 

石綿含有産業廃棄物 16m² 19m³ 1.7m 

水銀使用製品産業廃棄物 3.8m² 2.7m³ 1.4m 

水銀含有ばいじん等 3.8m² 0.80m³ 0.90m 

代表者 

社長 笹川 昭博       

環境管理責任者 

笹川 諒二 

環境委員会 

笹川 昭博     

笹川 諒二 

笹川 嘉代子 

松尾 義隆 

各部門長  

総務部門 

部門長：笹川 諒二 

工事部門 

部門長：松尾 義隆 

ＥＡ２１事務局   

笹川 嘉代子 
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（11）産業廃棄物処理業の許可の状況 

 産業廃棄物収集運搬業                 令和 4 年 11 月時点 

産業廃棄物収集運搬業 許可項目 

都道府

県及び

政令都

市 

積替 

保管 

許可年月日 

及び 

有効年月日 

許可番号 

燃

え

殻 

汚

泥 

廃

油 

廃

ア

ル

カ

リ 

廃

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

類 

紙

く

ず 

木

く

ず 

繊

維

く

ず 

動

植

物

性

残

さ 

ゴ

ム

く

ず 

金

属

く

ず 

ガ

ラ

ス

く

ず

類 

が

れ

き

類 

ば

い

じ

ん 

有 無 

佐賀県 ●  令和 4 年 10 月 28 日～

令和 9 年 10 月 27 日 

04111099556 ● ●   ● ● ● ●  ● ● ● ●  

福岡県   平成 31 年 3 月 28 日～ 

平成 36 年 3 月 27 日 

04000099556 ● ●   ● ● ● ●  ● ● ● ●  

長崎県   令和 3 年 10 月 3 日～ 

令和 8 年 10 月 2 日 

04200099556 ● ●   ● ● ● ●  ● ● ● ●  

熊本県   令和 3 年 10 月 18 日～

令和 8 年 10 月 17 日 

04305099556 ● ●   ● ● ● ●  ● ● ● ●  

 

（12）産業廃棄物の処理実績 

2021 年度処理実績（2021 年 8 月～2022年 7 月） 

処理方法等 廃棄物等種類 処分方法等 処理量（ｔ） 

収集運搬 

As・Co 殻  234.13 

建設発生木材 121.02 

廃プラスチック 55.67 

廃石膏ボード 5.55 

がれき類 6.44 

  

収集運搬量合計 422.81 

 

 

2. 認証・登録の範囲 

（１）対象組織 

本社・倉庫、事務所・資材置場、作業所   

 

（２）対象活動 

    土木工事、建築工事、とび・土工工事、解体工事、舗装工事、       

管工事、産業廃棄物収集運搬業            
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3. 環境経営方針 

 

環境理念 

株式会社賞栄企画は、土木、建築工事及び廃棄物の収集運搬の事業活動を

通じて、生活基盤を向上させ、優れた技術と人材で地域社会に貢献します。

また環境に配慮した事業活動に努め、限られた環境資源を次世代に引き継い

でいきます。 

 

行動指針 

環境経営システムを構築し、以下の事項について重点的に取り組み、継続的に

改善します。 

 

1. 電力や燃料を効率的に使用し、二酸化炭素排出量を削減します。 
 

2. 省資源・リサイクルに取り組み、廃棄物排出量を削減します。  
 

3. 節水に努め水使用量を削減します。 
 

4. グリーン購入を推進します。 
 

5. 設計図書に基づき、無駄のない施工に努めます。 

 

６. 環境に配慮した建設工事、廃棄物の収集運搬に努めます。 

 

７. 事業活動に関する環境関連法規を遵守します。 
 

８. 環境活動レポートを毎年作成していきます。 

  

改訂年月日 令和 2 年７月 20 日 

               株式会社 賞栄企画 

代表取締役 笹川 昭博 
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4. 環境経営目標 

当社では誓約した環境経営方針を実現するために、単年度と中長期の具体的な環境経営

目標を５項目設定しました。 
環境経営目標は令和元年度実績を基準年として、①二酸化炭素排出量の削減、②-1 廃

棄物排出量(一般廃棄物)の削減、②-2 産業廃棄物排出量の削減、③水使用量の削減   

④グリーン購入の推進、⑤自社が施工する土木建築物の環境性能の向上を設定しました。 

 

環境経営目標 
サイト 

区分 
単位 

基準年      中長期目標  

令和元年度

（R1.8～

R2.7) 

実績値 

令和 2 年度 

（R2.8～

R3.7) 

令和 3 年度 

（R3.8～

R4.7) 

令和４年度 

（R4.8～

R5.7) 

１ 

二酸化炭素排出量の削
減 

事務所 
+ 

現場 

kg-CO2 364,512 
360,867 

（△1％） 

357,222 

（△2％） 

353,577 

（△3％） 

（1）電気使用量の削減 事務所 ｋＷｈ 32,653 
32,326 

（△1％） 

32,000 

（△2％） 

31,673 

（△3％） 

（2）ガソリン使用量の削減 現場 L 8,051 
7,976 

（△1％） 

7,896 

（△2％） 

7,815 

（△3％） 

（3）軽油使用量の削減 現場 L 127,911 
126,632 

（△1％） 

125,353 

（△2％） 

124,074 

（△3％） 

２ 

廃棄物排出量の削減       

（1）一般廃棄物排出量の削減 事務所 ㎏ 68 
67    

（△1％） 

66  

（△2％） 

  65 

（△3％） 

（2）産業廃棄物排出量の削減 現場 

％ 

（リサイ

クル率） 

92 95 以上 95 以上 95 以上 

３ 水使用量の削減 事務所 ｍ３ 832 
824 

（△1％） 

815 

（△2％） 

807 

（△3％） 

４ グリーン購入の推進 事務所 品目数 144 145 150 155 

5 

自社が施工する土木建
築物の環境性能の向上 

  ―  ―   ― ― 

（1）環境配慮工事件数の割合 現場 ％ ―  ― 実績値(90) 90 以上 

（2）運搬車両の輸送効率向上 現場 
％   

(積載率) 
―  ― 実績値(66) 70 以上 

・購入電力の二酸化炭素排出係数は、九州電力（株）の令和元年度調整後排出係数（0.371kg-CO2/kWh)を用いた。 

・化学物質については本事業活動での使用実績がないため、目標から除外した。 

・（ ）は基準年に対する削減率を示す。 
・LPG については使用量が少ないことから目標項目から除外しているが、二酸化炭素排出量には含まれている。 
・環境に配慮した工事件数の割合は、全工事件数に対する割合（％）を示す。 

・運搬車両の輸送効率の向上は、自社が所有する運搬車両の現場への往復荷を積載率として管理目標を設定する。 



- 7 - 

 

5. 環境経営計画 

環境経営目標を達成するために策定した環境経営計画は次のとおりです。 

 

取組項目 
サイト 

区分 
達成の手段 

1 
二酸化炭素

排出量の削

減 

(1)電気使用量

の削減 
事務所 

室温の適温化(冷房 28 度程度、暖房 20 度程度)

を徹底する。 

昼休みは事務所の照明を消す。 

(2)ガソリン使

用量の削減 
現場 

建設機械等のアイドリングストップを行う。 

急発進・急加速を行わない。 

建設機械等の作業を停止するときはエンジンを

停止する。 

(3)軽油使用量

の削減 
現場 

タイヤの空気圧を定期的に確認する。 

移動ルートを調べ、走行距離の短縮化を図る。 

建設重機の定期的な保守・点検・整備を励行する。 

2 
廃棄物排出

量の削減 

(1)一般廃棄物

排出量の削減 
事務所 

資源ごみは分別して、再資源化ルートにのせる。 

その他可燃ごみは可能な限り、圧縮等を行い、減

量する。 

両面印刷や裏紙利用で紙使用量を削減し、ペーパ

ーリサイクル率を高める。 

(2)産業廃棄物

排出量の削減 

（リサイクル率

95％以上） 

現場 

現場での産業廃棄物分別作業を協力会社を含め

て徹底し、混合廃棄物ゼロを目指す。 

廃棄物管理票（マニフェスト）をもとに廃棄物の

適正な処理を行う。 

3 
水使用量の

削減 
水使用量の削減 事務所 

水の使用場所には節水シールを貼る。 

車両の洗車は必要最小限に止め、洗車時は節水に

心がける。 

4 
グリーン購

入の推進 

グリーン製品の

購入 
事務所 

環境ラベル認定等製品を優先的に購入する。 

対象品目がある場合は出来るだけ購入を進め、品

目数、金額を記録する。 

５ 

自社が施工

する土木建

築物の環境

性能の向上 

(1)工事の環境

配慮事項の提案 
事務所 

環境配慮型機械（排ガス規制、低騒音･振動）の

導入、環境配慮型工法（生態系保全、景観保全、

濁水対策、粉じん対策、透水性舗装等）の採用、

建設副産物のリサイクル、再生資材の使用等を発

注者に対して提案する。 

(2)運搬車両の

輸送効率の向上 
現場 

工事及び廃棄物運搬車両の効率的な運転計画を

立案する。 

運搬車両の現場への往復荷を積載率として管理

する。 
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６. 環境経営計画に基づき実施した取組内容 

（１）二酸化炭素排出量の削減の取組 

 

 

 

 

 

（２）廃棄物排出量の削減の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

（３）水使用量の削減の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）自社が施工する土木建築物の環境性能の向上の取組 

 

 

 

 

 

 

 

  

室内温度は冷房時 28 度、暖

房 20 度に設定しています。 

昼休みは事務所内を消灯

しています。 

建設機械は現場において定

期的に点検を行っています。 

  

資源ごみは、再資源化ルー

トで処理しています。 

建設廃棄物のリサイクル率

95％以上を目指しています

す。 

  

節水シールを貼って節水意

識を高めています。 

洗車時には節水に心掛けて

います。 

 

河川工事では、超低騒音発電

機を使用し、環境対策に努め

ています。 

運搬車両の現場往復では空積

載が無い様にし、輸送効率が高

まるように計画しています。 
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７．環境経営目標の実績及びその評価≪令和 3 年度≫ 

当社における令和 3 年度の環境経営目標達成状況は次のとおりです。 

 

環境経営目標 
サイト 

区分 
単位 

基準年 
令和 3 年度 

（R3.8～R4 .7)  
 

目標 

達成

状況 

令和元年
度 

（Ｒ1.8～
Ｒ2.7) 
実績値 

目標 実績 

             

達成率

(％) 

 

 

１ 

二酸化炭素排出量の

削減 

事務所 

+ 
現場 

kg-CO2 364,512 357,222 333,273 

 

107 ○ 

（1）電気使用量の削

減 
事務所 ｋＷｈ  32,653 32,000 43,174 74 × 

（2）ガソリン使用量

の削減 
現場 L 8,057 7,896 6,654 118 ○ 

（3）軽油使用量の削

減 
現場 L 127,911 125,353 114,828 109 ○ 

２ 

廃棄物排出量の削減 －       

（1）一般廃棄物排出
量の削減(その他可燃
ごみ) 

事務所 ㎏ 68 66 69 95 △ 

（2）産業廃棄物排出
量の削減 

現場 

％ 

（リサイク

ル率） 

92 95 以上 88 92 △ 

３ 水使用量の削減 事務所 ｍ３ 832 815 926 88 △ 

４ グリーン購入の推進 事務所 品目数 144 150 155 103 ○ 

５ 

自社が施工する土木
建築物の環境性能の
向上 

－     ― 実績把握 
 

 

（1）環境配慮工事件
数の割合 

現場 ％  ― 90 － － 

（2）運搬車両の輸送
効率向上 

現場 

％  

(積載率) 

 

 ― 66 ― － 

備考）・達成状況の判定 ○：達成率≧100％ △：100＞達成率≧80 ×：達成率＜80％ 
達成率＝（目標÷実績）×100  

・二酸化炭素排出量計算における購入電力の排出係数は、九州電力（株）の令和元年度調整
後排出係数（0.371kg-CO2/kWh)を用いた。 

・LPG については使用量が少ないことから目標項目から除外しているが、二酸化炭素排出量
には含まれている。 

・環境に配慮した工事件数の割合は、全工事件数に対する割合（％）を示す。 
・運搬車両の輸送効率の向上は、自社が所有する運搬車両の現場への往復荷を積載率として 
管理目標を設定する。 
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８．環境経営計画の取組状況及びその評価 

 

令和 2 年度の環境経営計画の取組状況、及びその結果を踏まえた今後の取組方

針は次のとおりです。 

 

（１）二酸化炭素排出量の削減 

取組目標 活動項目 
実施

状況 
結果と評価 

（１）電気
使 用 量 の
1％削減 

室温の適温化(冷房28度程度、暖房20

度程度)を徹底する。 
○ 

【現状の評価】 

電気使用量については、防犯灯の増

加もあり、削減が難しかった。 

ガソリン・軽油については環境配慮

型機械の導入や、効率的な運搬によ

り達成できた。 

 

 

【今後の取組】 

電気点灯のタイマーを使い使用率を

下げていく。 

 

 

 

 

 

 
 

昼休みは事務所の照明を消す。 ○ 

（２）ガソ
リン使用量
の 1％削減 

建設機械等のアイドリングストップを

行う。 
○ 

急発進・急加速を行わない。 ○ 

建設機械等の作業を停止するときはエ

ンジンを停止する。 
○ 

（3）軽油
使 用 量 の
1％削減 

タイヤの空気圧を定期的に確認する。 ○ 

移動ルートを調べ、走行距離の短縮化

を図る。 
○ 

建設重機の定期的な保守・点検・整備

を励行する。 
○ 

実施状況の判定  ○：実施している  △：十分に実施されていない ×：実施されていない 

 

 

（２）廃棄物排出量の削減 

取組目標 活動項目 
実施

状況 
結果と評価 

（１）一般

廃棄物排出

量の 1％削

減（その他

可燃ごみ） 

資源ごみは分別して、再資源化ルート

にのせる。 
○ 

【現状の評価】 

一般廃棄物搬出量は減少したが、産

業廃棄物のリサイクル率が思うよ

うにできなかつた。 

 

 

【今後の取組】 

産業廃棄物の分別作業を徹底し、リ

サイクルに努める。 

 

 

 
 

その他可燃ごみは可能な限り、圧縮等

を行い、減量する。 
〇 

両面印刷や裏紙利用で紙使用量を削減

し、ペーパーリサイクル率を高める。 
○ 

（２）産業

廃棄物排出

量の削減

（リサイク

ル率 95％） 

現場での産業廃棄物分別作業を協力会

社を含めて徹底し、混合廃棄物ゼロを

目指す。 

△ 

廃棄物管理票（マニフェスト）をもと

に廃棄物の適正な処理を行う。 
○ 

実施状況の判定  ○：実施している  △：十分に実施されていない ×：実施されていない 
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（3）水使用量の削減 

取組目標 活動項目 
実施

状況 
結果と評価 

水使用量の

1％削減 

水の使用場所には節水シールを貼る。 ○ 

【現状の評価】 

現場で使用する水が増え、削減が難し

かった。 

 

【今後の取組】 

洗車時は節水を心掛け、現場での使用

は雨水の使用を検討している。 
 

車両の洗車は必要最小限に止め、洗車

時は節水に心がける。 
○ 

実施状況の判定  ○：実施している  △：十分に実施されていない ×：実施されていない 

 

 

（4）グリーン購入の推進 

取組目標 活動項目 
実施

状況 
結果と評価 

グリーン購

入の推進 

（対象事務

用品 10 品

目） 

環境ラベル認定等製品を優先的に購入

する。 
○ 

【現状の評価】 

環境認定製品を購入している。 

 

 

【今後の取組】 

優先的に環境ラベル認定製品を購入

する様心がける。 
 

対象品目がある場合は出来るだけ購入

を進め、品目数を記録する。 
○ 

実施状況の判定  ○：実施している  △：十分に実施されていない ×：実施されていない 

 

 

（５）自社が施工する土木建築物の環境性能の向上 

取組目標 活動項目 
実施

状況 
結果と評価 

（１）工事の

環境配慮事

項の提案 

環境配慮型機械の導入、環境配慮型工

法の採用、建設副産物のリサイクル、

再生資材の使用等を発注者に対して提

案する。 

○ 

【現状の評価】 

環境配慮型機械の導入や再生資材の

使用を率先的にしている。 

 

 

【今後の取組】 

運搬車両の現場往復の空積載が無い

様に努める。 

 

 

 
 

（2）運搬

車両の輸送

効率の向上 

工事及び廃棄物運搬車両の効率的な運

転計画を立案する。 

○ 

運搬車両の現場への往復荷を積載率と

して管理する。 

実施状況の判定  ○：実施している  △：十分に実施されていない ×：実施されていない 
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10. 環境関連法規等の遵守状況の確認及

び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無 

 

 

主な環境関連法規名 主な遵守事項 遵守状況 

 ・産業廃棄物処分委託  

廃棄物処理法 ・マニフェストの交付・管理 ○ 

 ・産業廃棄物の保管基準  

騒音規制法 ・特定建設作業の届出 〇 

   

振動規制法 ・特定建設作業の届出 ― 

   

建設リサイクル法 ・分別解体等の届出・通知 ○ 

   

自動車リサイクル法 ・使用済み自動車の引渡義務 ― 

   

家電リサイクル法 ・製品廃棄の際の適正な引渡、処理料金の支

払 

○ 

   

フロン排出抑制法 ・簡易定期点検 ○ 

   

大気汚染防止法 ・特定粉じん排出作業の届出 ― 

 ・石綿含有物の事前調査結果を都道府県等へ

報告義務 
〇 

労働安全衛生法 ・石綿等を含む建築物の解体工事の届出 ― 

オフロード法 ・油圧ショベルの排出ガス規制 ○ 

消防法 ・危険物製造所等の設置許可届出 ○ 

   

注) －：対象期間に該当なし  

 

令和3年度の事業活動において、環境関連法規への違反や訴訟はありませんで

した。また、令和3年度において関係当局からの違反等の指摘もありませんでし

た。 
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11．代表者による全体評価と見直し・指示 

 

令和 3 年度 環境経営目標及び環境経営計画の取組・活動結果を踏まえ、 

令和 4 年 7 月に代表者による全体の見直しを行いました。 

（１） 取組状況の全体評価 

 

≪環境経営方針≫ 

 

 

 

 

≪環境経営目標・環境経営計画≫ 

 

 

 

 

 

 

 

≪環境経営システム全体について≫ 

 

 

 

（２）見直しの必要性・指示 

 

 

 

 

 

 

 

・令和 3 年度環境経営目標の二酸化炭素排出量削減は燃料使用量の削減により達成でき

たが、電気使用量目標達成出来なく今後の課題である。活動計画は達成でき継続する。 

・棄物削減のリサイクル達成率が低かったので、今後も活動継続し達成率を向上させる。 

・環境目標に自社が施工する土木建築物の環境性能の向上を取り入れ、工事現場での環境・ 

対策を強化する事ができた。 

 

 

環境経営方針の重点取組項目は、全体的に良く取り組めた。特に環境に配慮した建設工事

では運搬車両の効率的な運転計画により燃料費の削減につながった。 

 

・環境経営目標及び環境経営計画はほぼ達成出来た。また、環境関連法規を遵守できた。 

・代表者による見直し情報が収集され、環境経営システムが有効に機能し、環境への取組

が適切に実施されている。 

 

・見直しの結果、環境経営方針、環境経営目標及び環境経営計画と実施体制は継続する。 

・環境経営目標の電気使用量の削減及び水使用量の削減が今後の課題である。 

・自社が施工する土木建築物の環境性能の向上に係わる、環境配慮工事件数、運搬車両の

有効運搬効率は目標設定し管理すること。 

 

 

 

 


